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Herbert B. Adams : an Apostle of University Extension Movement in America

Gengo Koike

Univerisity extension originated in England in 1873. It was Herbert B. Adams (1850 - 1901)

who introduced English University Extension in 1887 and proposed putting it into practice

in the United States. Thus he has been recognized "the father of univerisity extension

movement in America".

As the associate professor of Johns Hopkins University, he was also one of the best

historiographers, playing an active part in the organization of the American Historical

Association.

The History of university extension suggests that public service function of university has

often conflicted with academism on campus. Viewed in this light, it is interesting to guess

how Adams, as a resercher, bore university extension in mind.

This paper aims to inquire Adams'idea and scheme on university extension and clarify

the features and limitations in early University Extension Movement of the United States.

This paper consists of following parts:

Introd uction

1. Acceptance of English University Extension

2. Leading Experiments of University Extension in America

3. Adams'Scheme on University Extension

Conclusion

はじめに

1880年代が終蔦を迎えようとする時ですら,アメリ

カ人にとって「大学拡張」というタームは目新しいも

のであった。 *1これまで確認できたところでは, 1880

年代中葉に,イギリス大学拡張に通じていたと思われ

るアメリカ人は3人を数えるのみである。

そのうちのひとりは,シャトーカの創始者であり,

指導者でもあったヴィンセント(John H. Vincent)

である。彼は, 1880年と1886年の2度にわたって訪英

し,大学拡張運動のめざましい発展を目の当たりにし

ている。 *2二人目は,後にニューヨーク市立大学の総

長に就任するマックラケン(H. M. MacCracken)で
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ある。彼は, 1884年に国際保健博覧会の一環としてロ

ンドンで開催された教育会議に招かれ,自国にはイギ

リス大学拡張のようなスキームは存在しないこと,類

似した事例をあえて挙げるとすればシャトーカシステ

ムがそれにあたると陳述している。 *3しかし,合衆国

における初期大学拡張運動に-の貢献という点で,当

時ジョンズホプキンス大学の歴史学準教授であったア

ダムス(HerbertB. Adams)に比肩しうる人物はみ

あたらない。すなわちアダムスは,公的な場でいちは

やくイギリス大学拡張を紹介したばかりか,公共図書

館を基盤にした拡張事業の普及に与って大いに力があっ

た。さらにニューヨーク州シャトーカ湖畔で毎夏開催

される夏期学校-の参与や,やがてフィラデルフィア



で結成をみる大学拡張協会の関係者との親交によって

もたらされる広範な人脈は,アダムスをして初期大学

拡張運動のキーパーソンたらしめることとなったo

ところで大学拡張が,正当な大学機能として認知さ

れ,定着をみる過程では,アカデミズムとの乱鞍をい

かに調停するかという問題に直面せねばならなかった。

ァメリカ大学史における19世紀後半が,ドイツ大学を

モデルにしたユニヴァ-シティ-の転形期であったこ

とを考えあわせると,大学拡張は大学の研究機能との

間に容易ならざる葛藤を肝胎していたと考えてよいO

とすれば,新進気鋭の学徒の例にもれず4,ドイツに留

学しドイツ大学の洗礼を受けたアダムスが,しかも大

学院教育の草分けとして自他ともに認めるジョンズホ

プキンス大学に在職する身分で,大学拡張をどのよう

に捉えていたかは,興味をそそられる問題であるo

そこで本稿では,アダムスに着目し,彼がイギリス

大学拡張をどのように受容し,しかる後にどのような

意図と構想をもって合衆国に導入しようとしたのかと

いう問題について考察し, 1890年代合衆国における初

期大学拡張運動の特徴とそこに内在した限界をも究明

しようとしている。

イギリス大学拡張の受容

論稿が,それをものした人物の思惟の証しであると

すれば,アダムスの場合,存命中に執筆した長短合わ

せて110本の論稿が,思索の軌跡を辿る際のよすがとな

る。それらを総覧したところ,約半数にあたる49本が

彼の研究分野であるところの歴史とくにアメリカ社会

制度史,および歴史学関係で占められる。しかし,輿

味深いことに,大学をはじめ教育に関する論説がすく

なくとも数のうえでは研究分野のそれを凌駕するOは

からずもこのことは,いかに彼が常日頃から教育問題

に強い関心を寄せ,かつ深い造詣をもっていたかを証

左している。

そのうち, 「イギリスにおける大学拡張」と題する論文

は,アメリカにおける大学拡張論の嘱矢と目される*50そ

れ札もともと新聞社グループ発行のrフォード・ニュ~

ス』のために書きおろしたものであったが, 『連邦教育

長官年次報告書1885-86 ( Report of the Commis-

sioner of Education for 1885-86 )』 (1887年),そし

てr Johns Hopkins University Studies in Historical

and Political Science jに転載された結果,衆目にふ

れ,広範な社会的影響力をもつことになる。

同論文は,次のような書き出しではじまるo

「ィギリスには,民衆の高等教育( higher eduction

of the people)をめざす注目すべき運動があるo教育

は,政治と同様に,その基盤を拡大しつつあるCかね

てよりコモンスクールは自由な政体の柱石とみなされ

てきたとはいえ,封建的なイギリスであってみれば,

上流階級による,高等教育の労働者階級-の拡張は印

象深い現象である。それは,参政権の拡大に似ているo

イギリス大学の,昔からの排他性は解体しつつある。

元気な若者たち札世界に応えるために,伝統的な奥

まった場所や,蔦のからまった壁でしめきられた中庭

から現爽と出かけ,高等教育に対する要求を認識し,

科学の御旗を都市や鉱工業地区-ともたらす・この新

しい運動は,大学拡張と呼ばれる。」 *6

生気溢れるその筆致から, 「民衆の高等教育」を目指

す斬新な運動が封建的な国イギリスで創始されたこと

に対するアダムス自身の驚嘆と感動が伝わってくるo

とはいえ,彼は,大学拡張運動の生成を歴史における

偶発的で特殊個別的な出来事とみなしていたわけでは

ない。たとえば,労働者階級に高等教育を拡大しよう

とする運動を参政権の拡大になぞらえ,また別の箇所

では「民主的な教育の使命」 *7と別称している点を想

起するとよい。アダムスが,大学拡張を民主的な教育

の理念から敷節されるところの必然的な帰結と捉えて

いたことはおのずから明らかとなろう.O

さらにいうと,アダムスは,イギリスにおける大学

拡張運動の発展構造を高等教育をめぐる需要と供給の

関係から捕捉しようとした。たとえば高等教育に対す

る需要について,次のように述べている。

・イギリスで札労働者階級と資本家階級の代表者

たちは,大学が高等教育と呼ばれる商品を有している

事実に気づいた。人びとは,イギリス史,政治経済学,

社会科学,文学や芸術に関するすぐれた知識が社会全

般の発展,および社会の構成員の間に好ましい感情の

形成に役立つことを認識しはじめた.要求は,コモン

スクールに対してではない.それらは,すでにみたさ

れている。いま求められているのは,多忙なため継続

的に学習することはできないが,ある程度の時間なら

知的な向上に充てることができる成人有権者や,就学

年齢が過ぎてしまった人びとのための高等教育なので

ある。」 *8

もっとも,いくら民衆の側に高等教育に対する強い

要求があったとしても,それだけでは大学拡張運動は

成立しない。そこで,需要に対する供給側,つまり大

学の姿態が問題となる。この点で札大学人のあいだ

に,教養は一部の者に占有されるべきではないとする

認識が形成されてくることが必要であったoこの「新

しい形のヒューマニズム」 *9がイギリス大学に根づい

てきたからこそ,十分な訓練を積んだ,熱心な若者を

拡張講師として地方都市に派遣し,民衆の高等教育要
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求を満たそうとする気運が醸成された,とアダムスは

考える。

だが,大学拡張の理念や精神を称揚するあまり,と

もすれば実際的な問題が等閑視されることを彼は危倶

した。そのため,論稿では,かなりの紙幅を実践に関

する説明に割き,とくに「事業としての側面」を強調

するO　たとえば「この運動の顕著な特徴は,その経済

的な性格にある。この運動は,かならずLもすべてが

伝道運動( missionary movement)とか教育の十字

翠( educational crusade)というわけではない。」 *10

と述べ,拡張講義が,大学からやってくる講師の慈善

活動ではないことを明記している。他方,無料の講義

は, 「ただ飯」と同様,民衆にとっても好ましいことで

はないし,高等教育の伝統にもなじまないと主張した

くだりは,アダムスの教育観がうかがわれて興味深い。

「ひとつのコースが終わると,新しい講師を雇って,

別のコースが組織される。有能なスペシャリストは近

隣の大学から確保することができるだろう。彼らには,

実費のみならず, 1講義につき10ないし20ドルが支払

われる。当該地域の教会で行われる説教の料金表が,

講師謝金の額を決める際の目安となろう。卓越せる人

間( scientific men )に,ただで講義を依頼するのは,

不当な要求である。さらに,無料の講義は,知的な面

で,その地域を多かれ少なかれ貧しくしてきた。それ

は,ローマにおけるサーカスやただ飯と同様によくな

いことである。高等教育では,無料入場者( dead - heads)

という習わしがあってはならない。返還義務のない奨

学金や,貧困の度に応じた授業料,ただでものを支給

することは学生の堕落を招くだけである。勿論,すべ

ての教育が多かれ少なかれ慈善事業ではあるが,経済

的な要因を無視してしまってはいけない。」 *11

無論,事業に要する経費の最大のものは講師謝金で

ある。したがって,講師謝金を自前で確保できるかど

うかが,当該地域における大学拡張事業の成否を決す

ることになる。それゆえ,アダムスは,事業が企図さ

れてから実施にいたるまでの手続きを説明した中でも,

地域の人びとが一丸となって準備にあたること,とり

わけ財政的な問題に対して運営委員会は周到な措置を

講ずべきことを訴えている。

「公共心に富む人びとは,現況と将来を考量しつつ,

町や教区に拡張事業のための組織( educational soci-

eties or associations )　をつくってきた。彼らは,地

方大学,インスティチュート,文学協会や哲学協会,教会

関係の教育機関,メカニクス・インスティチュートといっ

た,当該地域に現存する教育機関や団体と密接な関係を

もつ。彼らは,意欲的な書記と小委員会-たいてい女

性で構成される-を任命する。注文とりを行う若者
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を確保する。教師たちと熟練工,資本家階級と労働者

階級が一堂に会する。宗派や政治的立場に囚われるこ

となく,人びとは,ひとつの教育的な目標で結び合わ

される。市長とかそうした著名人が,その事業の名誉

会長に据えられる。一口5ドルの寄付が募られると,

ひとりで数口寄付をするものもいれば,共同で-ロの

寄付をするものもいるが,いずれも,代議権をもつ。

コース受講券と各講義ごとの受講券がほどほどの値段

で販売される。そのようにして財政基盤が確保される

と,これらの組織は,連続講義コースに対するその地

域の需要を大学に提示する。」 *13

最後にアダムスは,大学拡張の効用に言及して,そ

れを3点に要約している。すなわち,

(1)安価なバラエティショーに堕してしまっているラ

イシャムコースに代わり,高度で継続的な学習機会

を民衆に保障することができる。

(2)カレッジに基金を寄付したり,ユニヴァ-シティ

を増設しなくとも, 12講義からなる1コース開講に

要する必要経費が325ドルであるから,毎年数百ドル

ですべての地域が「戸口まで届けられるユニヴァ-

シティシステム」を手にいれることができるO

(3)拡張事業は,先述したように当該地域における既

存の教育機関との連携のもとに実施されることから,

逆にそれら諸機関にも好影響を及ぼし,教育活動の

強化に資することができる,と。

そして,大学拡張の思想を受け入れつつあるスコッ

トランド,実践に着手しているオーストラリアの例を

あげながら, 「遅かれ早かれ,その思想は,アメリカで

も普及するだろう。」 *14と予言する。このように,ア

ダムスは,抽象論に走ることなく,実際的な側面も視

野におさめながら,イギリス大学拡張を具体的にかつ

正確に記述することに努めている。その意図が,イギ

リスで開発せられた新奇な試みを紹介するだけでなく,

大学拡張の合衆国での実施とその普及にあったことは

想像するに難くない。

アメリカにおける大学拡張の先導的
試行

アダムスの願望が達成されるのは思いの外早く, 1887

年の冬には,イギリスモデルに倣った最初の大学拡張

講義コースがバッファロー公共図書館において開講さ

れている。講義を担当したのは,ジョンズホプキンス

大学の大学院生ベミス(Edward W. Bemis)であっ

た。この間の事情は,アメリカ図書館協会の年次大会

に招聴されたアダムスの講演によって説明できるだろ

う。



アメリカ図書館協会の1887年度大会は,ニューヨー

ク州もカナダ国境に程近いサウザンドアイランドのひ

とつで9月6日から3日間にわたって開催された。ア

ダムスによる基調講演の演題はrセミナー図書館」で

あった。彼は,まず留学時の体験をまじえながらドイ

ツ大学における演習と図書館の密接な関係について紹

介し,大学院教育にとって学術的な資料および専門図

書の重要性を指摘する。そうしたドイツ大学の先例が,

新進気鋭の学徒たちによって合衆国に導入されたこと

はつとに知られる。したがって講演でも,ミシガン,

オハイオ,コ-ネル,ハーバード,イエール,コロン

ビア,そしてジョンズホプキンスといった大学を例に

あげ,セミナー図書館の実践を紹介している。

このように大学図書館を論じてきた講演内容は,や

がて後半に入ると公共図書館の課題-と一転する。そ

こでは, 「民衆のためのセミナー図書館」という観点か

ら,彼は,公共図書館の民衆大学( people's college )

としての役割を提起する。すなわち公共図書館が「公

立学校を卒業した人,就学年齢がすでに過ぎた人,職

工や労働者階級など民衆の教育要求に積極的にかかわ

るべきこと,しかも「気まぐれな読書や公共図書館の

個人的な利用」にまかせていたのでは「十分とはいえ

ない」と述べ,公共図書館が, 「適切なガイダンスのも

とでの組織的で,継続的な学習」を提供する必要性を

強調する。そして,それを具体化する方策として彼が提

案したのが,すでにイギリスでいちじるしい成功をおさ

めてきた「大学拡張の方法」にはかならなかった*15

その趣旨に賛同し,大学人による連続講義の実施を

いちはやく企図した人物がバッファロー公共図書館長

ラーニド(J.N.Lamed)であり,彼から拡張講義の

依頼を受けたアダムスが,講師として推薦したのがベ

ミスというわけであった。べミスは,経済の今日的問

題を中心に, 1887年12月5日から翌年の2月20日まで

都合12回の連続講義を担当している。ちなみに各回の

講義テーマは,次のようであった. *16

(1)不満の原因

(2)社会主義と無政府状態

(3)地代税( renttaxation)に関する-ンリー・ジョー

ジの理論

(4)独占

(5)独占

(6)移民

(7)教育

(8)労働法

(9)完全な競争状態のもとで貸金を決定するもの

(10)労働組合

(ll)協同と利潤の配分

(12)合衆国における税

他方,ジョンズホプキンス大学の地元ボルチモア市

でも, 1887年の暮れに大学拡張の試みが始まる。 「十九

世紀の歴史」と題するコースが,教会の読書室を開放

して実施されるにいたったのは,ガウチャー牧師(Rev.

John F. Gaucher)の識見と指導によるところが大き

い.しかし,参加者が自分たちでテキストを読み,討

論するという旧態依然たる学習形態に代わって,十分

に訓練された専門家による連続講義と討論の方式を採

用すべく助言するとともに,大学院に在学する門下生

アンドリクス(Charles M. Andrews)を拡張講師と

して斡旋したのは,アダムスであった。

同コースを開設するための準備作業に触発されて,

さらにもうひとつ別のコースが企図されたことは,大

学拡張をめぐって高揚する市民の熱気をうかがわせる。

それは,拡張事業準備委員会にたまたま出席していた

富裕な資本家が,アダムスの講演でもって大学拡張の

概要を知ったことに端を発している。大手工場経営者

の息子であるその人物は,早速,近隣の工場主たちの

勧誘と説得にあたるとともに,工場労働者を対象にし

た拡張事業の可能性をアダムスに打診したのであった。

依頼に対して,アダムスは, 「労働者階級の発展」と

題するコースで応えている。実施にあたっては,ジョ

ンズホプキンス大学に籍をおく1 2人の講師がそれぞ

れ,ウッドベリーを皮切りに他の工場地区2か所を順

次巡回して講義を提供する方式が用いられた. 1888年

の1月27日から4月18日まで実施された1 2講義のタ

イトルと講師は,以下のようである　*17

(1)英米の労働者における教育運動( H.B.アダムス)

(2)アメリカにおける労働者の要求(CM.アンドリク

ス)

(3)社会主義,その長所と短所(E.P.スミス)

(4)中国人労働者と移民(R.W.ブラックマ-)

(5)日本における国家の発展と労働者(T.K.イエナ

m

(6)古代ギリシャの奴隷労働(W.P.トレント)

(7)中世の労働者(J.M.ヴィンセント)

(8)中世のギルド(E.L.スティーブンソン)

(9)百年前のアメリカにおける労働者と製造業(J.F.

ジェイムソン)

(10)近代における産業の発展(H.B.ガードナ-)

01)実業教育(P.W.エアズ)

(12)系統立った慈善事業と組織化された自助(A.G.

ウオーナ)

ところで,大学拡張が民衆の高等教育をめざす運動

であることはすでに述べた。しかし,それだけでは,

アダムスが大学拡張の普及と実践にかくも深く,かつ
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積極的に関わった意図の過半はいまだ不問に付された

ままである。アダムスの真意を理解するには,何のた

めの民衆の高等教育かという問題が解明されねばなら

ないだろう。こうした問題意識からすると,イギリス

大学拡張を評して, 「(それは)富める者と貧しい者と

の反目を解消させるという面で,他のいかなる努力よ

りも成果をあげている」*18と述べたくだりは注目に値

する。そして,合衆国においても, 「大学拡張は,上流

階級と勤労階級との反目を解消し,労資双方の利害を

調和させるのに役立つ。それは,無知な扇動にかわっ

て知性を促進し,社会の諸問題についてのよりよき理

解を促すだろう。」 *19と期待を表明している点を見逃

してはならない。アダムスが,社会における反目や対

立,あるいは敵対の調停および解消に大学拡張の目的

を兄いだしていたことは論をまたない。

さらに,ボルチモア市内の女子労働者の学習実態を

考察した論稿を読むと,興味深いくだりに出合う。彼

は,冒頭で「生産的な協同組合をつくろうとする,労

働者階級のがわでの試みのほとんどが失敗してきた原

因は,彼らの無知と運営の不味さにある」と断じたう

えで, 「労働者が,教育および理性の命ずるところでは

なく,扇動や発作的な組織化に自らを委ねつづけるか

ぎり,致命的な過誤は今後も繰り返されるだろう。」*20

と警鐘を打ち鳴らしている。

一般に「民衆の高等教育」と言うとき,その対象に

は,富める者も貧しい者も,資本家も労働者も包摂す

るo Lかし,すでにみたように,アダムスは,社会の

秩序ある調和的な発展にとって,労働者階級の教育こ

そが急務とみなしていた。したがって大学拡張の対象

として彼の念頭にあったのは,まざれもなく労働者階

級であった。

しかも,大学拡張が社会における反目,対立,敵対

の調停および解消を意図するものである以上,労働者

の不満を煽るような内容は,拡張教育としては妥当性

を欠く。彼が,真の教育と称して重視したのは,労働

者階級の精神的ないし道徳的向上に資するものである。

それが,教養教育であったことは論をまたない。その

意味では,大学拡張の実施をアダムスに委任すること

を決意したものの,いまだ工場主の息子の脳裏を横切る

コース内容についての不安は杷憂にすぎなかった.*21

大学拡張の啓蒙および普及にアダムスの果たした役

割ははかりしれない1891年の初頭には,遠路ウィス

コンシン州まで出向き,歴史協会で大学拡張の歴史的

意味を論じるとともに,同州での実践を鼓舞している

のである。 *22そこからすると,事業そのものに直接関

わった例は意外に少ない。それだけに, 「労働者階級の

発展」では,アダムス自身,率先してコースの編成に
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あたり,しかも初回の講義を自ら担当したことは異例

と映る。そうした熱の入れようは,同コースが専ら工

場労働者を対象に想定して発案され,労資の協調のも

とで事業の展開が企図されていたこととけっして無縁

ではなかろう。

アダムスの大学拡張構想

1872年9月号のr Popular Science Monthly 』に掲

載された「科学の素人(Scientific Dabblers )j　と題

する論稿は,民衆のための科学的知識の普及をめぐる

当時の状況とそこに内在する問題を明快に指摘してい

る。

「科学的なトピックスを扱い,今日流布している通

俗講演は浅薄で無益である:神学者は,しばしば宗教

的な目的のために科学を誤り伝える;新聞は,役柾も

立つが,ほとんどの場合,科学に無知な人びとによっ

て経営されている。民衆は知識を求め,そして知らず

知らずのうちに,小麦の混じった籾殻を与えられてい

るようなものだ。ある点では,民衆の精神は,ばかば

かしい迷信で満たされている。」*23論者のクラーク(F_

W. Clarke)は, 「民衆の科学(popular science)」

と呼ばれても,その多くが「科学」の名に値しないと

論難し,それは,提供者たる聖職者および新聞がそも

そも科学の素人であることに起因すると断じた。彼が

心に思い描いていたのは,フアラディ,テインダル,

ハクスレイといった科学者であり,研究の成果をすす

んでポピュラライズしようとする実践であった。とす

れば,クラークが,似非科学者になり代わって,すぐ

れた思索家や観察者,つまり本物の科学者の登場を希

求したとしても不思議ではない。

高度な民衆教育に大学の果たす役割を論じたという

意味においては, 1879年10月30日のfNation 』誌に掲

載された投稿論文は注目に値する。ニューヨーク在住

の読者から寄せられたそのエッセイ(「都市部カレッジ

のためのひとつの提案」)では,フンボルトアカデミー

を取り上げ,著名な大学教授が民衆に連続講義を提供

し, 1877年度には800人もの受講生を集めた事実が報告

されている。論者は,同アカデミーの実践に, 「受けを

狙って内容を希薄化する( "popular" dilutions )」こ

となく,学究的な講義を民衆に提供する可能性を兄い

だしていた。続けて彼は,アメリカの大学もドイツの

大学が実施してきたと同様な実践に着手すべきことを

提案して,次のように述べている。

「自国についてもっと真剣に考えることの大切さを

人びとに認識させるのは,大学の責務である。民衆の

道義心はほとんど堕落し,また外国から持ち込まれた



風紀素乱の思想-私札労働党の乱暴な理論のこと

を言っているのだが-がわが国の社会および政治を

危機に陥れようとしているとき,大学は,できるだけ

多くの人びとのあいだに学習-の熱意と教養に対する

正しい認識を啓培し,そして包容力のある,高貴で敬

虎なアメリカ人の思想を発展させる義務を負うoわが

国の大学( colleges )は,ドイツの大学( universities )

が自国のた桝こなしてきたことを,合衆国のために遂

行しなければならない。」 *24雑誌に掲載されたこれら

の論稿から,すでに1870年代には,既存の民衆教育に

飽き足らず,その改善充実が必要とする認識は識者の

間に芽生え,また民衆教育の刷新という面から大学-

の期待も高まりをみせていたことがわかるoとはいえ,

民衆教育のための新たなスキームはいまだ提示される

にはいたっていない。

ァダムスが没した翌年の1902年に刊行された追悼集

によると,生前彼札ジークフリート(JulesSiegfriedJ

の言説から引用して「民衆の教育が,民主主義の最初

の任務である。」を座右の銘にしていたといわれる。*25

そうであってみれば,イギリス大学拡張との避遠は,

人智にてはかれざる冥数といっても過言ではなかろう。

周知のごとく,大学拡張とは,民衆の教育需要と教

育資源を供給する大学とをリンクしようとするスキ~

ムにはかならない。ただしその実施にあたっては,イ

ギリスの場合,オックスブリッジの両大学のように自

ら主体的に拡張事業を組織し,それを民衆に提供する

方法と,ロンドン大学拡張協会のように,任意団体が

近隣の諸大学と民衆との間に介在し,拡張事業の実施

母体として機能する方法の2つがみられるOとすれば・

ァダムスは,いかなる構想をもって,大学と民衆とを

リンクさせようと考えていたのであろうかo当初より・

彼が公共図書館に特別な思いを寄せていたことは確か

である。アダムスがアメリカ図書館協会年次大会とい

う機会を捉えて大学拡張を唱道したのは単なる偶然で

はないOその証拠に,以後も,バッファローをはじめ

シカゴのニューベリー等の公共図書館に対して,陰に

なり日向になり拡張事業を推進するための支援活動を

提供しているからである。

アダムスが公共図書館に着目した理由をさぐってい

くと,折しも全国的な普及めざましい公共図書館が大

学拡張事業を実施する上で必要な,図書,施設,人の

3条件を具有していた事実に気づかされる.

本来,大学拡張コースにおける学習は12の連続講義

と各講義の前後に行われる討論,課題論文の作成を基

軸に展開される。そのうち,学習の主体的な発展と深

化という面では,討論と課題論文が重要であるoしか

し,それらが所期の目的を果たすに札受講生たちが,

講義要目に示された参考文献をいつでも自由に読むこ

とのできるような体制を要求するOそうした要請にう

まく応えることができる機関といえば,図書館のほか

にはなかった。さらに,この時期の公共図書館は,自

らの役割を書籍の収集と管理と規定してきた旧い図書

館像から脱却し,民衆の教育に積極的に関わろうとし

ていたことも看過してはならないだろう。そうした情

勢をうけて新設の図割酌も書架および閲覧室に加え,

講義室を兼備するのが常態となりつつあったo実際,

ァダムス自身,ノーサムプトン公共図書館の建設に際

し,300の座席をもつ講義室と50人を収容できるセミナ~

用の教室を計画に加えるよう助言している。*26図書館

が,拡張講義コースを開講する上で格好の物的条件を

有していたことは間違いない。

大学拡張にとって好都合な3つめの人的な条件は,

図書館司書の専門職化の動向と関係する。アダムスも

法律家や医者になぞらえて図書館司書を論じているよ

うに#27この時期, 「世界中の智恵を集積した図書館を

管理運営するには,高度で特別な訓練を要する」とい

う考え方が定着しつつあった。高度で特別な訓練を受

けた専門家であればこそ,図書館司書に対して,アダ

ムスは,講師としての役割*28と大学拡張事業を創始す

る際のオーガナイザーとしての役割を期待するのであっ

た。

「公共図書館の司書は,教育を組織化することによっ

て,民衆の高等教育を創始する人間であるo彼は,あ

またの協力を得ることができる。教師,牧師,知的な

市民,若者からなる幹部会議を招集し,社会のすぐれ

た諸勢力を,セクトとか党派を超えたより高度なもの

へと結集させることができる。積極的な司書や彼のア

シスタントは,若者たちによる運営委員会と一緒になっ

て,この高等教育事業を実施することができるはずだo

その事業は,市長とか地域の名士からの支持をとりつ

けることもできるはずだ。」 *29

組織ができあがり,そして必要経費を調達できる目

処がつけば,いよいよ拡張講義コースを担当する講師

が近隣大学から確保されるOバッファローおよびニュ~

ベリーの両図書館をはじれ　なにがしかのかたちでア

ダムスがかかわった拡張事業は,概ねこうした段階を

踏んで実施されている。そこでは,イギリス大学拡張

の宿介論文で示した大学拡張運営委員会組織化のため

の手順が忠実に踏襲されている。

拡張事業札それぞれの地域がイニシャテイブをとっ

て創始し,自助の精神を拠り所にして運営するように

構想されていた。したがって,そうしたイニシャテイ

ブを発揮することが可能であれば,公共図書館に拘泥

する必要はなかったわけである。地域住民を組織化す
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る能力に長けた人間を擬し,その上,図書と講義室に

適した若干の教室を有していたなら,大学拡張にとっ

て格好の拠点となりえた。したがって,教会, YMC

A本部,歴史協会や文学協会はもとより,時として大

学卒業生協会なども拡張事業の実施母体として機能し

うると,アダムスは考えた。

それに引き換え,アダムスの大学拡張構想における

大学の位置づけは驚くほど消極的で脆弱であるO　先述

したように,アダムスが言うところの「需要と供給」

の論理にしたがうなら,そもそも大学が率先して拡張

事業を企画,実施することは考えにくい。大学側が講

師を提供するとしても,それは,大学拡張に対する需

要が明確に存在し,それ-の対応というかたちをとら

ざるをえないからである。

そのあたりをアダムスの論稿で確認しようとすれば,

1891年『フォーラム』誌に掲載された「アメリカにお

ける大学拡張」と題する論文が興味深い.

「巡回講義を担当するために,長い道のりを旅行す

るのは,大学教授の任務ではない。大学教授は,時に,

大学拡張について紹介するための講義を行ったり,近

隣地域でコースが組織されるのを手伝ったりすること

もあろうが,巡回講義をするための人間ではない。本

務とする活動は,まさに彼らの手元にある。もし自由

な時間があれば,彼らはそれを独創的な研究か,さも

なくば文字通り余暇に充てる。大学拡張講義を担当す

る常備のスタッフは,わが国のすぐれた大学において

大学院の学生の中から養成されるべきである。学者を

目指すそうした雛鳥たちには,巣立ちを試みる前に,

巣のまわりで飛ぶことを教えるべきであるO　それが,

ボルティモア,オックスフォード,ケンブリッジのや

り方である。」 *30

いみじくもここには,大学拡張に対するアダムスの

姿態が端的に表明されている。それは,まざれもなく

研究活動を重視する大学院大学とそこに在職する大学

教授についての信条を強く反映したものであった.ア

ダムス自身,拡張事業に直接手を染めることが少なかっ

た理由はここにある。実際,ベミスにしてもアンドリク

スにしても,また「労働者階級の発展」を担当した講

師たちのほとんどが,大学院の学生であったOしかも,

彼らは,各自の自発的な意志にもとづくあくまで個人的な

活動として拡張講義を担当していたという事実を看過

してはならないだろう　*31

結びにかえて

アダムスが大学拡張に関わった14年間の論稿を通覧

すると,それらの執筆時期は, 1887年から1891年まで
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と1899年から1901年までの2期に分けられるO　第-期

の特徴は,表題に「大学拡張」を冠した論稿と「民衆

の高等教育」と表記したものが混在しているところに

ある　*32-見無造作にみえるが,子細に検討すれば,

彼は2つのタームを意識的にかつ慎重に使い分けてい

ることがわかる。

歴史学者らしく彼は,過去の実践をひもといた上で,

「合衆国では,大学拡張という用語は耳目に新しいが,

そのこと自体は古くからある。」と指摘する。そして,

19世紀中葉にイェ-ル大学シリマン教授がおこなった

科学の連続講義やライシアムなどの例を挙げ, 「それら

は,名称こそ大学拡張とは呼ばれなかったが,大学拡

張である。」と主張している　*33大学人による民衆教

育という意味では,大西洋を挟んだ2つの国の実践は

共通したかもしれないが,大学の主体的,組織的な関

与という点で根本的に相違したO　そのことをアダムス

は明らかに認識していた。だからこそ,彼は,イギリ

スの実践もしくはそうした観点を念頭においた論稿で

は表題に「大学拡張」を掲げたが,合衆国の実践を論

じる場合には意図的に「民衆の高等教育」というター

ムを選択したと考えられる。ともあれ,合衆国の大学

拡張は,その端緒より,大学との組織的な関係を構築

することを不問に付していた。ために,自らを根拠づ

ける論理と事業が依拠し,またそれを安定的に運営す

るための基盤を欠いていた。拡張運動が広がりをみせ

るに伴って, 「大学拡張」というまさしくその「誇張さ

れた呼称」に激しい批判*34が裕びせられることになっ

た原因も,そこにある。

他方,手ずから準備した連続講義「労働者階級の発

展」であったが,アダムス自身「わずか控えめな成果

をおさめただけであった」 *35と述懐して,失敗を認め

ている。そして「そうした労働者,さらにいうと"特

定の社会的階級"に講義を行おうとすることは,大学

人の過てる情熱である」と反省の弁を述べ, 「大学拡張

は,職業にかかわりなく市民に対して行われるべきで

ある。」と断じるのである　*36こうした総括が1891年

の論文でなされていることを考えあわせると,アダム

スは,早い時期に労働者階級を対象に想定した大学拡

張に見切りをつけていたといえるであろう。

さらに,各地の拡張事業が衰退を余儀なくされてい

く90年代後半の情勢も彼の論調にすくなからぬ影響を

及ぼした。その結果,第二期,つまり世紀転換前後に

執筆した論稿で,彼は,大学拡張の来しかたを評し「所

期の目的をかならずLも達成してきたとはいえない。」

と消極的な見解を表明し,今後についても, 「消滅しは

しないだろうが」と,悲観的な心情を吐露している.

もはや大学拡張には展望を兄いだせないと判断した彼



が,それにに代わる民衆教育の概念として持ち出した

のが「教育拡張( educational extension )」であった。

絶筆となった論文「合衆国における教育拡張」には,

大学拡張のみならずシャトーカ,夏期学校,通俗教育,

音楽や芸術活動,博物館および歴史協会,新聞にいた

るまで,民衆教育に資するじつに多様な機関や組織,

教育方法が網羅されている。*37市民のための教育を包

摂する概念として,彼が「教育拡張」をいかに広義に

捉えようとしていたかをうかがわせる。奇しくもそれ

は,やがて今世紀に成立をみる「成人教育(adult

education )」の概念を髪解させる。

だが,大学拡張の発展という意味では,アダムスの

辿った論理とその帰着点は,本質的なところで限界を

内包していた。たとえば,彼は,大学拡張運動の衰退

の原因として, (1)適切な拡張講師の不足, (2)財政的支

援の欠如, (3)すでに過重労働を強いられているのに,

大学人が巡回講義で移動しなければならない旅程が大

きいこと, (4)大学構内での本務のほうが必要かつ重要

であること, (5)効果的で,安価な民衆教育の方法が開

発されてきたこと,を指摘している　*38大学拡張をめ

ぐる自然,社会,文化的な状況が視野におさめられて

いて,傾聴に値する。にもかかわらず,それらは,現

象的にすぎて,内在的な原因に論及していないうらみ

は残る。一例を挙げると,原因の(1)に引き付けていえ

ば,なぜ,適切な拡張講師が足りなかったのかという

ことこそ考究すべき問題ではなかったか。

ベミスは,労働者階級の拡張講義コース-の参加が

皆無か,参加してもその数はきわめて少ない事実を認

めた上で,その原因についても論述しているOそれに

ょれば,大学拡張が労働者階級にまで届いていない背

景として,労働者の側に根深い不信感や排他性,階級

意識があり,にもかかわらず提供者の側で,労働組合

の代表との協議を怠ってきたため,労働者の疑念や頑

なな意識を解きほぐすにいたっていないこと,コース

内容の決定にあたって,労働者の要望を聞き入れてい

ないこと,また講師は,労働者に好意的な態度をとる

のをなおざりにしてきたこと,などを挙げている　#39

さすがに自らの経験をふまえた省察だけに具体性にと

むO　さらに,合衆国ではイギリスほど歴史および文学

への関心は高くないとの指摘も傾聴に値する。それか

らすると,アダムスが「上流階級と勤労階級との反目

の解消」, 「労使双方の利害の調和」を唱えたとき,勤

労階級および労働者階級の既存の体制-の順応,その

ための懐柔を念頭においていたことは自明である。し

かも,拡張教育で志向したものが,中流階級の主に女

性たちに人気のあったシャトーカの教養教育であって

みれば,労働者との帝離は必定とみなされた。

1891年の時点で,彼は,イギリスとの社会文化的な相

違を考慮して,合衆国では大学拡張の多様な実施形態や

運営方法が試行されるべきことを唱道している'1901

年の論文において,シカゴ大学の実践を高く評価して

いるのは,彼がハーバー(WilliamR. Harper)学長

と眼憩であったという理由だけではない。他大学が行

う実験には寛大にして真筆な態度で臨んだアダムスで

はあったが,如何せん,彼の大学観では,研究機能が

圧倒的優位を占めた。大学が担うべき教育機能に関し

ては,研究成果をふまえた専門教育に行政官僚の養成

を包含すべきことを唱えるのが精一杯であった*41そ

のため不特定多数の民衆教育となれば,大学機能とし

て認知することはもとより,その種の教育に大学が積

極的に関わることなど望むべくもなかった。このよう

にみてくると,合衆国に固有の大学拡張の創造は,自

らを民衆と直接切り結び,民衆教育を担うべき正当な

責務とみなす新しい大学観の成立を得たねばならなかっ
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